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２月２７日（水）第２日  午前１０時００分開議 
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    １０番  沖 元 大 洋    １１番  上 松 英 邦 
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    １８番  林   久 光 
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    市長       明岳 周作    副市長      土手 三生 
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    議会事務局長    志茂 典幸 
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 議事日程 

  日程第１  議案第２３号 平成３０年度江田島市一般会計補正予算（第７号） 

  日程第２  議案第２４号 平成３０年度江田島市国民健康保険特別会計補正予算 
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               会計補正予算（第３号） 
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               定）特別会計補正予算（第１号） 
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               １号） 

  日程第７  議案第２９号 平成３０年度江田島市地域開発事業特別会計補正予算 
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  日程第９  議案第３１号 平成３０年度江田島市下水道事業会計補正予算（第４ 

               号） 

  日程第１０        市長施政方針 

  日程第１１ 議案第１号  平成３１年度江田島市一般会計予算 
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  日程第１５ 議案第５号  平成３１年度江田島市介護保険（介護サービス事業勘 

               定）特別会計予算 

  日程第１６ 議案第６号  平成３１年度江田島市住宅新築資金等貸付事業特別会 

               計予算 

  日程第１７ 議案第７号  平成３１年度江田島市港湾管理特別会計予算 

  日程第１８ 議案第８号  平成３１年度江田島市地域開発事業特別会計予算 
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  日程第２１ 議案第１１号 平成３１年度江田島市水道事業会計予算 

  日程第２２ 議案第１２号 平成３１年度江田島市下水道事業会計予算 
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開会(開議)  午前１０時００分 

 

○議長（林 久光君）  改めまして、皆様おはようございます。 

 平成３１年第１回江田島市議会定例会、きょうは２日目でございます。皆様方には早朝からお

越しいただきましてありがとうございます。また、傍聴席の皆様にも本日は早朝から傍聴にいら

していただきましてありがとうございます。 

 それでは、ただいまから平成３１年第１回江田島市議会定例会２日目を開きます。 

 ただいまの出席議員数は、１７名であります。 

 熊倉議員から欠席の連絡が入っております。 

 直ちに、本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付したとおりであります。 

 

日程第１  議案第２３号 

 

 

○議長（林 久光君）  日程第１、議案第２３号 平成３０年度江田島市一般会計補正予算

（第７号）を議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 明岳市長。 

○市長（明岳周作君）  おはようございます。 

 本日もよろしくお願いいたします。 

 ただいま上程されました議案第２３号 平成３０年度江田島市一般会計補正予算（第７号）で

ございます。 

 平成３０年度江田島市の一般会計補正予算（第７号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１６億７，１３９万１，０００円を減額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１８１億４，４５５万４，０００円とする。 

 第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 繰越明許費。 

 第２条 地方自治法第２１３条第１項の規定により、翌年度に繰り越して使用することができ

る経費は、「第２表 繰越明許費」による。 

 継続費の補正。 

 第３条 継続費の変更は、「第３表 継続費補正」による。 

 債務負担行為の補正。 

 第４条 債務負担行為の追加、廃止及び変更は、「第４表 債務負担行為補正」による。 

 地方債の補正。 

 第５条 地方債の追加、廃止及び変更は、「第５表 地方債補正」による。 

 内容につきましては、総務部長から説明いたします。 
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 よろしくお願いいたします。 

○議長（林 久光君）  仁城総務部長。 

○総務部長（仁城靖雄君）  それでは議案第２３号 一般会計補正予算（第７号）につきまし

て、歳入歳出補正予算事項別明細書で御説明いたします。 

 事項別明細書の４０ページ、４１ページをお願いいたします。 

 初めに歳入からでございます。 

 １款市税、１項市民税、１目個人は収入見込みによります減額補正でございます。 

 ２目法人は、収入見込みによります増額補正でございます。 

 ２項、１目固定資産税、４項、１目市町村たばこ税及び５項、１目入湯税は、それぞれ収入見

込みによります減額補正でございます。 

 ４２ページ、４３ページをお願いいたします。 

 ８款、１項、１目国有提供施設等所在市町村助成交付金は、額の決定に伴います減額補正でご

ざいます。 

 １２款分担金及び負担金、２項負担金、１目民生費負担金は、保育施設保育料等保護者負担金

の収入見込みに伴います減額補正でございます。 

 １４款国庫支出金、１項国庫負担金、１目民生費国庫負担金は、障害者福祉費負担金で障害者

自立支援給付費負担金の増額補正を児童福祉費負担金、児童扶養手当給付費負担金、児童保護費

等負担金、生活保護費負担金で、実績見込みによります減額補正を行っております。 

 ３目災害復旧費国庫負担金は、事業費の減額に伴います災害復旧費負担金の減額補正でござい

ます。 

 ４４ページ、４５ページをお願いいたします。 

 ２項国庫補助金、１目総務費国庫補助金は、社会保障・税番号制度システム整備費補助金など

の減額補正でございます。 

 ２目民生費国庫補助金は、障害者福祉費補助金、児童福祉費補助金で実績見込みによります補

正を行っております。 

 ３目衛生費国庫補助金は、清掃費補助金で事業費の増額に伴います災害等廃棄物処理事業補助

金の増額補正を行っております。 

 ４目農林水産業費国庫補助金は、水産業費補助金で実績見込みに伴います農山漁村地域整備交

付金の減額補正を行っております。 

 ５目土木費国庫補助金は、道路橋りょう費補助金及び都市計画費補助金で、社会資本整備総合

交付金の減額補正。河川費補助金で特定防衛施設周辺整備調整交付金の増額補正。住宅費補助金

で社会資本整備総合交付金等の減額補正を行っております。 

 １０目災害復旧費国庫補助金は、民生施設災害復旧費補助金で実績見込みに伴います減額補正

でございます。 

 ４６ページ、４７ページをお願いいたします。 

 １５款県支出金、１項県負担金、１目民生費県負担金は、障害者福祉費負担金で障害者自立支

援給付費負担金の増額補正を児童福祉費負担金、児童保護費等負担金で実績見込みによります減

額補正を行っております。また、災害復旧費負担金で実績見込みに伴います災害救助費負担金の

減額補正及び災害弔慰金負担金の増額補正を行っております。 
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 ２項県補助金、１目総務費県補助金は、実績見込みに伴います生活航路対策事業補助金の減額

補正を交流定住促進協議会補助金等の増額補正を行っております。 

 ２目民生費県補助金は、障害者福祉補助金、老人福祉費補助金で減額補正を災害救助費補助金

で被災者見守り・相談支援事業補助金の増額補正を行っております。 

 このページ下段から４８ページ、４９ページをお願いいたします。 

 ４目農林水産業費県補助金は、農業費補助金で荒廃農地等利活用促進事業補助金等の減額補正、

水産業費補助金で水産基盤整備事業補助金の減額補正、地域水産物供給基盤整備事業補助金等の

増額補正でございます。 

 ５目土木費県補助金は、道路橋りょう費補助金で県移譲事務交付金の減額補正を河川費補助金

で追加工区に伴います急傾斜地崩壊対策事業費補助金の増額補正を住宅費補助金でがけ地近接等

危険住宅移転事業費補助金等の減額補正を行っております。 

 ６目消防費県補助金は、石油貯蔵施設立地対策等交付金の減額補正でございます。 

 ８目災害復旧費県補助金は、事業の実施に伴います急傾斜地崩壊対策事業費補助金（災害関

連）の増額補正でございます。 

 ３項委託金、１目総務費委託金は、統計調査費委託金の減額補正でございます。 

 ２目民生費委託金は、災害救助費委託金の増額補正でございます。 

 ５０ページ、５１ページをお願いいたします。 

 １６款財産収入、１項財産運用収入、２目利子及び配当金は、財政調整基金及び小用地区開発

事業基金で、基金運用に伴います利子の増額補正を行っております。 

 １７款１項寄附金、２目指定寄附金は、ふるさと寄附金及び災害復旧費寄附金の増額補正でご

ざいます。 

 １８款繰入金、２項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金は、歳出の減額補正に伴いまして、

一般財源の余剰が見込まれることから減額補正を行っております。 

 １０目土地開発基金繰入金は、基金の廃止に伴います基金現金の繰り入れの増額補正でござい

ます。 

 ２０款諸収入、４項受託事業収入、１目民生費受託事業収入は、受託入園者の減に伴います保

育事業受託収入の減額補正でございます。 

 ５２ページ、５３ページをお願いいたします。 

 ５項４目雑入は、臨時職員及び嘱託職員にかかわります社会保険料、個人徴収金の減額補正、

自治総合センター助成金などの減額補正を行っております。その他、雑入といたしまして、７月

豪雨災害に伴います職員時間外手当の企業会計負担分の増額補正を行っております。 

 ２１款、１項市債、１目総務債は、一般単独事業債（合併特例債）で公共施設再編整備事業の

増額補正及び市民センター整備事業の減額補正でございます。 

 ２目民生債は、子育て支援センター新築工事の事業費見込みに伴います一般単独事業債（合併

特例債）の減額補正でございます。 

 ３目衛生債は、事業費確定に伴います過疎対策事業債の減額補正でございます。 

 ４目農林水産業債は、水産業債で漁場環境保全総合事業負担金の減額に伴います公共事業等債

の減額補正でございます。 

 ５目土木債は、河川債で急傾斜地崩壊対策事業の実施に伴います公共事業等債及び一般単独事
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業債（防災対策）の増額補正を。港湾債で県事業負担金の見込みに伴います一般単独事業債（合

併特例）、都市計画債で下水道事業及び公園整備事業の執行見込みに伴います過疎対策事業債、

住宅債で公営住宅建設事業債の減額補正をそれぞれ行っております。 

 ７目教育債は、教育総務債で事業費の確定に伴います過疎対策事業債、小学校債で一般単独事

業債（合併特例債）の減額補正をそれぞれ行っております。 

 ５４ページ、５５ページをお願いいたします。 

 ８目臨時財政対策債は、発行可能額の確定に伴います減額補正でございます。 

 ９目災害復旧事業債は、民生施設災害復旧事業債、教育施設災害復旧事業債、衛生施設災害復

旧事業債で事業の事業費精査に伴います増額補正を。農林水産施設災害復旧債、土木施設災害復

旧事業債で事業の実施見込みに伴います減額補正をそれぞれ行っております。 

 続きまして、歳出でございます。 

 今回の最終補正予算の主なものは、職員給与費の減額、事業の執行見込みに伴います不用額や

工事請負費などの入札残の減額補正、前年度事業費の清算に伴います国庫・県支出金の返還金の

増額補正を計上しております。 

 それでは、人件費関係を除く主な補正につきまして御説明いたします。 

 ５６ページ、５７ページをお願いいたします。 

 １款、１項、１目議会費は、議員研修旅費の減額補正でございます。 

 ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費は人事管理事業費で、臨時職員賃金等の減額補

正、他自治体派遣職員負担金の増額補正を庁舎維持管理事業費で光熱水費の増額補正を空調設備

保守点検委託料の減額補正をそれぞれ行っております。 

 ５８ページ、５９ページをお願いいたします。 

 ５目財産管理費は、財産管理事業費で土地開発基金の廃止に伴います、土地購入費の減額補正

を、庁用車管理事業費で燃料費の増額補正を行っております。また、公共施設再編整備事業費で

高田交流プラザ改修工事費などの入札執行残の減額補正を行っております。 

 ６目企画費は、企画調整事業費で首都圏えたじま縁つなぎ事業補助金の減額補正を生活交通維

持対策事業費で実績見込みに伴います生活航路対策事業補助金などの減額補正を行っております。 

 このページ下段から６０ページ、６１ページをお願いいたします。 

 ７目情報政策費は、事業実施の見込みに伴います減額補正でございます。 

 ８目交流促進費は、体験型修学旅行受入事業費で民泊受入家庭支援事業補助金の減額補正をま

ちづくり推進事業費で助成額の確定に伴いますコミュニティ助成事業補助金などの減額補正を

行っております。 

 １１目防犯対策費は、防犯外灯設置工事請負費の増額補正でございます。 

 １２目安全対策費は、防災事業費及び石油貯蔵施設立地対策等交付金事業費で、入札執行残な

どの減額補正を行っております。 

 ６２ページ、６３ページをお願いいたします。 

 防災訓練事業費で７月豪雨災害に伴いまして、未実施の事業費の減額補正を行っております。

このページ中段から６４ページ、６５ページをお願いいたします。 

 １３目市民センター費は、各市民センター管理運営事業費で執行見込みによります減額補正で

ございます。 
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 １４目集会所施設費は、集会所等管理運営事業費で執行見込みによります減額補正でございま

す。また、沖美ふれあいセンター空調設備の修繕費の増額補正を行っております。このページ下

段から６６ページ、６７ページをお願いいたします。 

 １６目災害対策費は、災害対策事業費で執行見込みによります減額補正のほか災害廃棄物運搬

処理業務委託料、短期応援派遣職員負担金の増額補正を行っております。 

 ２項徴税費、２目賦課徴収費は、執行見込みによります委託料の減額補正でございます。 

 ６８ページ、６９ページをお願いいたします。 

 ５項統計調査費、２目基幹統計調査費は、統計調査員報酬の減額補正でございます。 

 ３款民生費、１目社会福祉費、１目社会福祉総務費は、社会福祉一般事業費及び次のページの

生活困窮者自立支援事業費で、前年度事業費の精算に伴います国・県支出金の返還金及びコピー

機パフォーマンスチャージ料の増額補正を行っております。 

 国民健康保険特別会計繰出金で、特別会計の補正に伴います繰出金の増額補正を行っておりま

す。 

 ７０ページ、７１ページをお願いいたします。 

 ２目障害者福祉費は、前年度事業費の精算に伴います国・県支出金の返還金の増額補正を行っ

ております。また、障害者福祉事業費で実績見込みによります扶助費の減額補正を。障害者自立

支援事業費で扶助費の増額補正を。障害者地域生活支援事業費で障害者生活支援事業委託料など

の減額補正。扶助費の増額補正を行っております。 

 このページ下段から７２ページ７３ページをお願いいたします。 

 ３目老人福祉費は、高齢者在宅福祉事業費で実績見込みによります報償費の減額補正を。老人

保護措置事業費で老人保護措置費委託料の減額補正を。介護保険事業費で返還金の増額補正を。

介護保険（保険事業勘定）特別会計繰出金で特別会計の補正に伴います繰出金の減額補正を行っ

ております。 

 ４目後期高齢者医療費は、後期高齢者広域連合分賦金で県後期高齢者医療広域連合運営経費負

担金の減額補正を。療養給付費負担金で実績見込みによります療養給付費負担金の増額補正を

行っております。 

 ６目隣保館費は、実績見込みによります報酬等の減額補正を。大柿厚生文化センターのエアコ

ン修繕工事の増額補正を行っております。 

 ８目福祉医療費は実績見込みによります扶助費の減額補正でございます。 

 ７４ページ、７５ページをお願いいたします。 

 ２項児童福祉費、２目児童措置費は、児童扶養手当給付事業費で実績見込みに伴います扶助費

の減額補正を。児童福祉費施設措置入所事業費で児童福祉施設措置事務委託料の減額補正を。障

害児通所支援事業費で実績見込みに伴います扶助費の減額補正及び前年度事業の精算に伴います

返還金の増額補正を行っております。 

 このページ下段から７６ページ、７７ページをお願いいたします。 

 ３目保育園費は、実績見込みによります臨時保育士の共済費及び費用弁償、広域入所委託料な

どの減額補正を。保育施設給食センター管理運営事業費で、執行残に伴います備品購入費の減額

補正を行っております。 

 ４目児童福祉施設費は、子育て支援センター運営事業費で、実績見込みに伴います嘱託職員共
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済費及び子育て支援センター新築工事の事業費見込みに伴います工事請負費の減額補正を。母

子・父子家庭等対策総合支援事業費で、実績見込みに伴います減額補正を行っております。 

 ３項生活保護費、２目扶助費は、実績見込みに伴います生活保護扶助費の減額補正及び前年度

事業費の精算に伴います返還金の増額補正を行っております。 

 ７８ページ、７９ページをお願いいたします。 

 ４項、１目災害救助費は、実績見込みに伴います事業費や工事請負費などの減額補正を。その

他扶助費の増額補正を行っております。 

 このページ下段から８０ページ、８１ページをお願いいたします。 

 ４款衛生費、１項保健衛生費、２目予防費は実績に伴います予防接種委託料等の減額補正でご

ざいます。 

 ３目母子保健費は、実績に伴います健康診査委託料の減額補正でございます。 

 ４目健康増進費は、生活習慣病検診受診者の実績に伴います健康診査委託料の減額補正でござ

います。 

 このページ下段から８２ページ、８３ページをお願いいたします。 

 ２項清掃費、２目塵芥処理費は、ごみ焼却処理業務委託料などの減額補正でございます。 

 ３目前処理センター管理費は、し尿投入槽外清掃業務委託料等の減額補正でございます。 

 ４目リレーセンター管理費は、燃料費等の増額補正、原水槽・汚泥槽清掃業務委託料の減額補

正でございます。 

 このページ下段から８４ページ、８５ページをお願いいたします。 

 ５目環境センター管理費は、燃料費等の増額補正を。工事請負費等の減額補正を行っておりま

す。 

 ６款農林水産業費、１項農業費、２目農業総務費は、実績見込みに伴います農地再生特例補助

金の増額補正でございます。 

 ３目農業振興費は、実績見込みに伴います新規就農者支援対策事業費補助金、有害鳥獣捕獲報

償金などの減額補正でございます。 

 このページ下段から８６ページ、８７ページをお願いいたします。 

 ４目農村整備費は、農業用施設維持管理事業費の修繕料などの減額補正でございます。 

 ２項林業費、３目林業事業費は、執行見込みによります減額補正でございます。 

 ３項水産業費、２目水産業振興費は実績見込みに伴います漁場環境保全創造事業負担金等の減

額補正でございます。 

 ３目漁港費は、執行見込みによります工事請負費等の減額補正でございます。 

 ８８ページ、８９ページをお願いいたします。 

 ７款１項商工費、２目商工業振興費は、しごとの場創出事業費で実績見込みによります減額補

正でございます。 

 ３目観光費は、実績見込みによります減額補正でございます。 

 ９０ページ、９１ページをお願いいたします。 

 ８款土木費、１項土木管理費、１目土木総務費は土木業務一般事業費で設計委託料の減額補正

及び工事請負費の増額補正を。地域開発事業特別会計繰出金で特別会計の補正に伴います繰出金

の減額補正を。災害対策事業費で、流入土砂等撤去事業補助金の減額補正を行っております。 
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 ２項道路橋りょう費、１目道路維持費は実績見込みに伴います減額補正でございます。 

 このページ下段から９２ページ、９３ページをお願いいたします。 

 ２目道路新設改良費は、道路改良事業費で設計委託料などの減額補正を。道路整備事業県負担

金で増額補正を行っております。 

 ３項河川費、１目河川維持改良費は河川維持管理業費で設計委託料などの減額補正、特定防衛

施設周辺整備調整交付金事業費で、工事請負費の増額補正でございます。 

 ２目砂防費は、県補助金の追加に伴います急傾斜地崩壊対策事業の工事請負費、県負担金の増

額補正でございます。 

 ９４ページ、９５ページをお願いいたします。 

 ４項港湾費、１目港湾管理費は港湾維持管理運営事業費で、水門・陸閘等開閉業務委託料及び

港湾管理特別会計の補正に伴います繰出金の増額補正でございます。 

 ２目港湾建設費は、県の執行見込みに伴います県負担金の減額補正でございます。 

 ５項都市計画費、２目都市下水路費は都市下水路維持管理事業費及び排水機場維持管理事業費

でストックマネジメント計画策定業務委託料などの減額補正を行っております。 

 このページ下段から９６ページ、９７ページをお願いいたします。 

 ３目公園費は、設計委託料等の減額補正でございます。 

 ６項住宅費、１目住宅総務費は住宅政策事業費で、実績見込みによりますがけ地近接等危険住

宅移転補助金及び危険家屋除去補助金等の減額補正でございます。また、災害対策事業費で実績

見込みによります災害住宅修繕補助金等の減額補正でございます。 

 ９８ページ、９９ページをお願いいたします。 

 ３目住宅建設費は、柿浦坊地住宅改修工事などの入札残によります工事請負費等の減額補正で

ございます。 

 ４目営繕費は実績見込みによります建築物定期調査業務委託料の減額補正でございます。 

 ９款１項消防費、１目常備消防費は備品購入費などの減額補正でございます。 

 ２目非常備消防費は、実績見込みによります消防団員報酬の減額補正でございます。 

 １００ページ、１０１ページをお願いいたします。 

 ３目防災費は、石油貯蔵施設立地対策等交付金事業費の減額補正でございます。 

 １０款教育費、１項教育総務費、３目教育振興費は、スクールバス購入費等の入札残の減額補

正でございます。 

 ２項小学校費、１目学校管理費は、臨時講師賃金等の減額補正でございます。 

 １０２ページ、１０３ページをお願いいたします。 

 ３項中学校費、１目学校管理費は臨時講師賃金などの減額補正を行っております。 

 ４項社会教育費、１目社会教育総務費は、児童支援員報酬などの減額補正でございます。 

 ５項保健体育費、２目社会施設費は、スポーツ施設の修繕料の減額補正でございます。 

 ３目学校給食費は実績見込みによります臨時調理員賃金及び共済費などの減額補正でございま

す。 

 １０４ページ、１０５ページをお願いいたします。 

 １１款災害復旧費、１項農林水産施設災害復旧費、１目農地災害復旧費、２目農業施設災害復

旧費及び３目林業施設災害復旧費は、実績見込みに伴います工事請負費の減額補正でございます。 
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 ２項１目土木施設災害復旧費は、実績見込みに伴います工事請負費等の減額補正でございます。 

 ２目公園施設災害復旧費は、実績見込みに伴います設計委託料及び工事請負費の減額補正でご

ざいます。 

 １０６ページ、１０７ページをお願いいたします。 

 ３項環境衛生施設災害復旧費、２目清掃施設災害復旧費及び４項教育施設災害復旧費、１目学

校施設災害復旧費は、財源更正でございます。 

 ２目保健体育施設災害復旧費は、実績見込みに伴います減額補正を行っております。 

 ５項民生施設災害復旧費、１目児童福祉施設災害復旧費は、国庫支出金の減額等に伴います財

源更正でございます。 

 １０８ページ、１０９ページをお願いいたします。 

 １３款諸支出金、１項基金費、１目財政調整基金費は、前年度決算剰余金の２分の１、５，８

８２万６，０００円及び基金利子を積み立てるものでございます。この結果、財政調整基金の年

度末現在高の見込みは、５１億３０９万円となり減債基金と合わせました財政調整的な基金は、

６０億４，７１０万円となる見込みでございます。 

 １４目小用地区開発事業基金費は、基金利子の増加によります積立金の増額補正でございます。 

 １６目ふるさと応援基金費は、ふるさと寄附金の収入見込みによります積立金の増額補正でご

ざいます。 

 １８目公共施設整備基金費は、土地開発基金の廃止に伴います減金分を今後の公共施設整備の

ため、積立金の増額補正したものでございます。 

 ２項１目公営企業費は、下水道事業会計の補正に伴います繰出金の減額補正でございます。 

 予算書６ページ、７ページにお戻りください。 

 第２表 繰越明許費でございます。翌年度にまたがる事業、３０事業で繰り越しをお願いして

おります。 

 続きまして、８ページをお願いいたします。 

 第３表 継続費補正でございます。変更といたしまして、消防庁舎整備事業の２件をお願いし

ております。 

 続きまして、９ページをお願いいたします。 

 第４表 債務負担行為補正でございます。追加といたしまして、海辺の新鮮市場指定管理委託

ほか１件を。廃止といたしまして、切串小学校仮設校舎賃借料の１件、変更といたしまして土地

路線評価及び路線価図作成業務委託ほか４件をお願いしております。 

 続きまして、１０ページ、１１ページをお願いいたします。 

 第５表 地方債補正でございます。追加といたしまして公共事業等債で急傾斜地崩壊対策事業

ほか、合計４件を。廃止といたしまして一般単独事業債で合併特例事業ほか、合計３件を。また

変更といたしまして公共事業等債で水産基盤整備事業ほか合計１６件をお願いしております。 

 なお、１１０ページ、１１１ページに給与費明細書。１１２ページ、１１３ページに継続費の

進行状況等に関する調書。１１４ページに債務負担行為の支出予定額等に関する調書。１１５

ページに地方債現在高の見込みに関する調書をお示ししております。 

 次に、昨日議場配付させていただきました追加資料をお願いいたします。 

 追加資料は平成３０年度一般会計補正予算（第７号）参考資料でございます。 
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 １、一般会計補正予算の状況でございます。 

 この表は今年度平成３０年度補正予算の推移を示したものでございます。当初予算から今回の

補正（第７号）までの予算額を、予算額全体、またうち災害復旧費、うち災害関連費用、またそ

れ以外の費用に区分したものでございます。災害費用といたしましては、補正（第２号）（第３

号）（第４号）の７月から９月にかけての増が主なもので、特に９月補正の災害復旧費３２億４，

９８３万８，０００円が最大でございます。そしてこのたびの２月補正では、この災害復旧費を

１２億４，１３８万４，０００円を減額しております。このように、このたびの補正予算は総額

１６億７，１３９万１，０００円の減額のうち、災害費用が１２億４，１３８万４，０００円を

占めております。この理由といたしましては、災害が発生した直後は災害復旧・復興に支障がな

いように工事費や災害救助費など、最大限に予算を組ませていただいております。最終的には２

月１日までの国の災害査定等もございまして、その設計や査定、また精査、また実績等も踏まえ

まして最終的には減額となったものでございます。また災害復旧費、災害関連費を除くそれ以外

の費用で２月の補正額は４億２，４５６万７，０００円でございます。この額は通常の２月補正

と例年の２月補正でございますけれども、補正といたしましては同じように同規模であると考え

ております。 

 次に、２の一般会計補正予算（第７号）の主な補正内容でございます。この表はこのたびの補

正予算のうち、減額額が大きなもの２０事業を掲載しております。事業の補正前の額、補正後の

額、補正額を記載し、その補正内容をお示ししております。 

 以上で、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１６億７，１３９万１，０００円を減額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１８１億４，４５５万４，０００円とする一般会計補正

予算（第７号）の説明を終わります。 

○議長（林 久光君）  以上で提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 酒永議員。 

○７番（酒永光志君）  それでは質問いたします。 

 先般の全員協でお願いしました、ただいま総務部長から説明をいただきました今回の補正予算

（第７号）の補足説明資料の作成についてはありがとうございました。 

 資料のとおり今回の補正の大部分は災害復旧費にかかる補正であります。これまで３回の補正

で３４億５，４１４万４，０００円の災害復旧費の補正を行い、今回１２億４，１３８万４，０

００円の減額補正。それにより補正後は災害復旧費ありますが２５億３，０７６万円となりまし

た。約４割弱の減額計上となっております。昨年７月の豪雨災害により、事務的にも大きな支障

をきたしたとはいえ、今回の補正を見ますと過去３回の補正は余りにも大ざっぱな予算計上で

あったように見えます。多額の補正を計上し、災害復旧への意欲を示し、市民に早期復旧への期

待感を持たせながら最後には多額の減額計上というのは、市民に対しましても復旧に対する不安

感を与えるものではないかと感じております。これについて執行部の考えをお聞きいたします。 

○議長（林 久光君）  仁城総務部長。 

○総務部長（仁城靖雄君）  今回の７月豪雨災害につきましては、本市にとりましても本当に

未曾有の大災害であったというふうに思っております。この災害箇所が大規模、また多数にわた
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るということのそういった状況の中で、できるだけ早く災害復旧に取りかかる必要があったとい

うことでございます。そのために補正予算の措置をしなければならないという必要があったので

すけれども、予算要求段階におきましては被災規模を十分に把握、十分にというのは余りにも箇

所数がたくさんあります。そういったどの程度なのかを十分把握できない状況、そういった状況

の中でしかも現場対応に追われながら数字を積み上げなければいけないと。本格的な測量やそう

いったものは実施なかなかすぐにはできない状況でございました。そういった中での予算編成

だったということでございます。と言いながらも予算編成をするに当たりましては担当課で事業

で見積もりを行い考え得る最大限のところを予算見積もり、予算計上したというところでござい

ます。その後、先ほど説明いたしましたように測量をちゃんといたしまして、国の査定そういっ

たものを受けた中で、おおむね事業費が把握できてきたということでございます。なので事業費

把握できたということですから、その事業費に向かってやっていくので、先ほど議員さん御指摘

がありました市民の期待をというところではちゃんとした事業費を計上しているということだと

考えております。そして今年度実施するものもありますし、翌年度に繰り越すもの、そういった

ものを除き今回減額させていただいたところでございます。議員御指摘のとおり増額の補正をさ

せていただいて減額の補正をさせてもらうと、その差が余りにも大きいのではないかということ

でよくわかるんですけれども、そういった経験のない災害の中で最大限努力をしてこういう結果

になったということを御理解いただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（林 久光君）  酒永議員。 

○７番（酒永光志君）  わかりました。 

 今回増額補正であるのは困るということはないんですけれども、今回の補正災害復旧費にかか

るものであるだけに、もう少し心配りが必要であったのではないかと思います。職員の頑張り執

行部の頑張りは十分感じておりますし、災害の応急復旧、これについても市民が満足できるもの

であるように感じております。ただ、先ほども言いましたように余りにも補正で３０数億の増額

をしながら結果的に１２億の減額となる、こういうところを私は言ってみたかったということで

ございます。 

 それと、今回災害復旧費につきまして１２億４，０００万円の減額となるわけでございますが、

この１２億の中で繰り越しは当然これに入ってないわけですが、翌年度以降で再予算で計上する

ようなものはありますでしょうか。お聞きします。 

○議長（林 久光君）  仁城総務部長。 

○総務部長（仁城靖雄君）  翌年度へ繰り越しする新年度でということでございます。今回の

減額で１２億４，０００何がしの減額、その中のうち今年度着工できないもの、それを落としま

して新年度で予算計上するもの、これがございます。これは５億５，３９５万８，０００円を３

１年度の当初予算に計上しております。つまり今回の組みかえを差し引きますと、先ほどの１２

億というのが残りの６億８，７４２万６，０００円、これが今回補正で純然たる減額になったも

のということになろうかと思います。 

 以上でございます。 

○議長（林 久光君）  酒永議員。 

○７番（酒永光志君）  わかりました。 
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 次に、今回補正予算の中で当初予算に計上したものは予算が補正によりゼロになる、いわゆる

皆減です。そういう補正が目立ちます。中には予算特別委員会において新規事業や主要事業、主

要施策として説明されたものが何点か見受けられます。歳出において６３ページの防災訓練事業

費２１４万５，０００円、これは当初総務部主要施策として説明がなされております。 

 次に８５ページの荒廃農地等利用促進事業費補助金、７１万３，０００円。これは産業部の新

規事業として説明がなされております。８９ページのしごとの場創出事業費、これは２８１万６，

０００円の減額。これも産業部の主要事業として説明がなされております。 

 ９７ページの木造住宅耐震改修補助金、これは主要事業としては説明がなかったのでこれは省

きますけれども。その９７ページ同じくがけ地近接等危険住宅移転補助金８０２万９，０００円

の減額、これは土木建築部の主要施策として説明がなされております。 

 次に、同じく土砂災害対策改修補助金７５万９，０００円。これも土木建築部の主要施策とし

て説明が当初予算でなされております。これに対する歳入につきましても、当然皆減ということ

で落ちてくるわけでございますが、特にこのように当初予算で新規事業や主要施策として計上し

たものが、事業を実施せずに減額となる、これの理由について説明を求めます。 

○議長（林 久光君）  加川危機管理監。 

○危機管理監（加川英也君）  事業別明細書６３ページ、防災訓練事業費についてなんですが、

これまで防災訓練事業といいますのは市民に対象の避難訓練、それと関係機関が参加する総合防

災訓練及び石油コンビナート訓練、これを交互に順番に実施しております。本年度南海トラフ巨

大地震を想定しました本市を含む約３０機関で行う総合防災訓練を１１月に予定しておりまして、

準備に取りかかっていたところでございますが、関係機関及び本市の災害対応についてその状況

等考慮し、本年度防災訓練は中止とさせていただいております。なお来年度このたびの土砂災害

でもいろいろ報告が出ております。避難、市民の避難についてそういうことで避難訓練というこ

とで予算措置をお願いしたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（林 久光君）  長原産業部長。 

○産業部長（長原和哉君）  議員御指摘の８５ページの荒廃農地等利用活用事業の補助金です。

これは国の補助金を活用しての事業でしたけれど、県との交渉の中で補助の採択に適用しないと

いうことになってました。その結果事業を中止せざるを得なかったということになっております。

そのための減額でございます。 

 そして８９ページ、しごとの場創出事業につきましてはこれは事業内容としまして、旧秋月小

学校跡地の貸した用地を無償でお貸ししての活用を考えた事業でございました。しごとの創出を

考えておりました。その後旧秋月小学校の跡地を売却していこうというような方針が出ましたの

で、プロポのほうを中止しました。その結果、全額事業を実施していないということで減額とし

ておりました。 

○議長（林 久光君）  廣中土木建築部長。 

○土木建築部長（廣中伸孝君）  ９７ページですけども、がけ地近接等危険住宅移転事業です

けども、この補助内容は土砂災害の特別警戒区域などそういった危険地域で住まわれる方の移転

に要する費用を補助するということでございます。現在広島県のほうにて土砂災害の特別警戒区

域等の指定も順次拡大しております。そういった説明会の中でこういった補助制度もあるという
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ことは周知させてもらったんですが、結果的に応募される方がおられなかったということでござ

います。来年度も引き続き広島県の土砂災害の警戒区域の指定を拡大していきますので、この制

度は住民の方を安全なところに移転するための制度として、来年度の予算のほうに位置づけてお

きたいというふうに考えております。もう一つの土砂災害対策改修促進事業の補助金なんですけ

ども、これも同様にそういった土砂災害の対策を工事をする人に対して補助するということなん

ですけども、これも土砂災害の警戒区域内で生活したいと、補強してでも生活したいということ

に対して補助する制度なんですけども、広島県のそういった区域の拡大に合わせて不安な方々に

対する補助制度として残しておきたいと。同様に今回の説明会でもそういった事業の制度は周知

いたしましたが応募者がなかったということでございます。 

○議長（林 久光君）  ほかに質疑はありませんか。 

 山本秀男議員。 

○１３番（山本秀男君）  今回の補正、災害関係の減額、先ほど説明もありましたが最大限予

算を計上しておったと。それで減額は災害査定の結果だというふうに認識しておるわけで、この

災害の採択率は何％ですか。農林関係と土木関係それぞれ採択率をお聞きいたします。 

 それから６ページ、繰越明許費と８款土木費、３項河川費３，６０９万５，０００円です、繰

越明許。それと９３ページの中ほどの００３節の特定防衛施設周辺整備調整交付金事業費２００

万円。この工事は同じ工事だと津久茂の地区の排水路工事だと思いますが、その中で今回の追加

分の２００万円の繰り越しは理解できるんですが、当初計画していた３，４００万ですか、これ

も合わせて繰り越しするんですが、これは災害と関係ない思うんですが、繰り越しする理由をお

聞かせください。同じく津久茂排水路工事で場所と工事内容を具体的に教えていただきたいんで

すが。それとこの排水路は普通河川か河川法に準用する河川かどうか、以上お伺いいたします。

それと、先ほど９７ページのがけ地の移設、今まで何件あったんですか。お聞きいたします。 

○議長（林 久光君）  長原産業部長。 

○産業部長（長原和哉君）  まずは災害復旧事業にかかわる国費の採択率についてお答えしま

す。一応国費事業としては事業料４０万円以上ということになっております。採択基準が。それ

でうちのほうから出している農業施設、農地、そして林道については出したものは全て国費の対

応となっております。 

 以上です。 

○議長（林 久光君）  廣中土木建築部長。 

○土木建築部長（廣中伸孝君）  まずは災害の査定率なんですけども、査定率といいますのは 

採択率、すみません。採択率なんですけども、一般的に申請額に対しまして決定される金額をい

います。申請額といいますものは通常災害査定を申請する直前に出しますので、今回の９月補正

時の提案させてもらった金額というものよりは大分変わります。災害を受ける直前に国に対して

査定の申請をするときに申請される金額ということになります。いわゆる公共土木施設災害で災

害査定を受けているんですが、今回６７件申請しております。その申請額は結果的に設計精度等

が向上いたしまして、最終的に約９億９，０００万で申請しておりまして、決定額は９億８，０

００万と、約です。そういうことなので査定率は９８％程度ございます。ただ、９月補正時とか

そういった段階ではそこに至っておりませんので、最大の設計がそこまで精査できていない段階

の最大の数字を計上させてもらったということでございます。 
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 それと２点目の予算書の６ページにございます特定防衛施設周辺整備調整交付金事業の２００

万円は理解できるけども、繰り越しする理由ということなんですが、やはり準備はしていたんで

すけども、７月豪雨の影響等がございましてそこの事業が執行できずにいるということで、そこ

について繰り越しをいたしまして次年度から本格的にやっていきたいということでございます。 

 ３点目に排水路工事、現在手持ちに資料がないんですけども、津久茂地区の護岸がかなり老朽

化しておりまして、その護岸を直すような工事でございます。 

 ９７ページにありますがけ地近接のそういったこれまでの実績でございますけども、２９年度

からそういった事業制度をつくっているんですけども、周知はさせてもらってはいるんですが、

結果的に応募はなしということで実績はございません。 

 以上です。 

○議長（林 久光君）  廣中土木建築部長。 

○土木建築部長（廣中伸孝君）  津久茂の排水路が普通河川かそれ以外のものかということな

んですけど、普通河川でございます。 

○議長（林 久光君）  山本秀男議員。 

○１３番（山本秀男君）  それでは採択率約１００％ということで、土木のほうは６７件ほど

申請して６７件全部一応採択はしてもらったというふうに理解していいんですね。 

 それと津久茂の排水路、この繰り越しの理由は災害の理由だということですが、今言われた津

久茂排水路は普通河川だというふうに言われました。それで私は以前からいろいろこの法定外河

川といろいろ研究させてもらいよんですが、今部長が普通河川言われましたが、普通河川は１級

河川、２級河川、準用河川のいずれもない河川、これは普通河川で法定外河川であると。普通河

川は法定外公共物であるというふうにうたわれているわけですね。それで我々が法定外水路にし

ても地元施工でやりなさいということを言われるわけです。ここは普通河川いうことは法定外公

共物であるというふうに言われているんで、地元施工でやるんじゃないんかいうのを私は感じる

わけです。そこらの地元施工する河川と法定外公共物の市がやる違いいうのを私ははっきりして

ほしい思うんです。聞いたのは準用河川いうことでしたらそれは私は理解できるんです。準用河

川いうのは１級河川にも２級河川にも指定されなかった河川で、市町村長が公共性の見地から重

要と考え指定した河川だと。いわゆる市長は指定されているんなら私は準用河川として扱って市

のほうで、あるいは補助金でやってもこれは仕方ないんかというふうに感じるわけですが、そこ

らの違いを再度お伺いいたします。 

○議長（林 久光君）  廣中土木建築部長。 

○土木建築部長（廣中伸孝君）  法定外水路では地元施工補助金という形で補助制度をつくっ

ております。今回の津久茂排水路については同じ普通河川に値するもので、市がやるということ

なんですけど、大きくは規模の大きいものについては普通河川という扱いで実際事業をしており

ます。本市においては６０センチ程度の水路より大きければ普通河川の扱いとして実際に市が事

業をしていくと。それより小さいものはどうしても受益者も限定されるということがございます

ので、一定の負担をいただいて事業を実施していると。これを仮に我々としては地元施工補助金

というものを生かすことによって、同じ会計の中で処理させてもらいますとそういった小さい事

業といったらあれですけども、そういった事業が逆にやりにくくなるのではないかと。補助金制

度を維持することによってそういった要望のある方に事業を実施することができるのではないか
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というふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（林 久光君）  山本秀男議員。 

○１３番（山本秀男君）  今の河川ですが、部長さんは県おられて河川のほうもよう御存じだ

と思うんですが、我々市町村ではわかりにくい。 

○議長（林 久光君）  山本議員にお伝えしますけど、質疑を議題に供された事件について質

問をしていただくんでありまして、議題外についてはまたの機会にできれば質問をしていただき

たいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○１３番（山本秀男君）  河川の工事いうことでございますので、これを調整交付金でやられ

るわけで普通河川いうことならどこでもやっていただけるというふうに解釈してよろしいですね。 

 それとがけ地の移転事業いうのは今までにも２９年と言われましたが、以前にもこれずっと

あったんです。ずっと何年か前からも。実際全く私はこの事業をやったのはないんじゃないんか

と思うんです。答えはいいです。 

 以上です。 

○議長（林 久光君）  ほかに質疑はございませんか。 

 廣中土木建築部長。 

○土木建築部長（廣中伸孝君）  １点、普通河川であれば今後全てできるのではないかという

御回答ございましたけども、本市といたしましては６０センチ程度を境といたしまして、それよ

り大きいものについては普通河川の事業としてさせてもらいますけども、それ未満のものにつき

ましては引き続き地元施工補助の法定外水路の補助金として実施していきたいというふうに考え

ております。 

○議長（林 久光君）  ほかに質疑はございませんか。 

 角増議員。 

○２番（角増正裕君）  ９ページの債務負担行為補正の廃止項目で切串小学校仮設校舎賃借料

が限度額５，４９２万３，０００円ということなんですけれども、これは合併特例債が５年延び

て建設予定だった仮校舎をやめたというお金だと思うんです。それでよろしいかということと、

そのかわりに切串中学校を仮校舎に今改修していると思うんですけれども、そちらのほうは幾ら

ぐらいかかる事業なのかというのを御回答いただけたらと思います。 

○議長（林 久光君）  小栗教育次長。 

○教育次長（小栗 賢君）  今の切串小学校の賃借料、これは角増議員言われたとおり、もと

もとは仮設校舎をリースする予定だったものが合併特例債が延びたことによって、切串中学校を

仮校舎として利用するということで廃止ということでございます。今の切串中学校の改修ですが

ちょっと手元にその詳細の資料がないんですが、８００万、９００万ぐらいだったと思います。

すみません。正確な数字はまた後でお知らせいたします。 

 以上です。 

○議長（林 久光君）  ほかに質疑はありませんか。 

 胡子議員。 

○１４番（胡子雅信君）  事項別明細書で３点、４点教えてください。 

 事項別明細書の９５ページなんですけども、００１都市下水路維持管理事業費、そして００２
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排水機場維持管理事業費、それぞれにストックマネジメント計画策定業務委託料というところが

ありまして、先ほどの総務部長の説明では減額補正ということでの御説明でございましたが、こ

れなぜ減額するかという理由、そこを教えていただければと。 

 同じく９５ページの下の港湾維持管理事業費も減額補正ということでの説明ありましたけども、

具体的な減額のなぜ減額する理由。そういったところを教えていただきたいと思います。 

 それと１０３ページの教育費にあります放課後児童健全育成事業費、これは児童支援員報酬が

７００万円の減額ということで、恐らくもともと必要である児童支援員というところの予定の人

員が、もともと想定している人員が足りない費用の部分が減額になったというふうに理解してい

るんですけども、この点についてこの理解正しいのかどうかそこら辺のところ教えていただけれ

ばというふうに思います。 

○議長（林 久光君）  廣中土木建築部長。 

○土木建築部長（廣中伸孝君）  まず１点目の都市下水道、排水機事業もそうなんですけど、

ストックマネジメントの関係の委託料がございます。これについてストックマネジメントといい

ますものは下水道設備の設備から始まって管渠とかいろいろあるんですけども、その管渠部分に

ついて次年度以降にしようということで、その減額でございます。 

 もう１点は公園の関係でございますが、公園の関係の減額についてなんですけども、委託料で

す。鹿田公園の実施設計につきまして、当初進める予定だったんですけども、災害等の影響がご

ざいまして災害優先ということで次年度以降に延ばさせてもらいましたということです。 

○議長（林 久光君）  小栗教育次長。 

○教育次長（小栗 賢君）  １０３ページの放課後児童健全育成事業費の児童支援員の報酬の

減額でございます。議員さんお見込みのとおりでございます。一応全体では４４名必要なところ

が今回３８名で６名不足ということでございます。ただし、この６名の中の主なものは夏休みの

間に児童どうしてもふえるんで、短期のアルバイトというか短期間、そこが４人ほど少なかった、

それが主な原因でございます。ですからそこは無理をしてというかやっていただいたということ

でございます。 

 以上でございます。 

○議長（林 久光君）  胡子議員。 

○１４番（胡子雅信君）  先ほどの土木建築部長の御説明のストックマネジメントなんですけ

ども、これ都市下水路の排水機の両方とも次年度以降ということだと思います。また公園も次年

度以降ということでございますが、今この議会のほうにおいてはまだ平成３１年度予算は上程さ

れておりません。次年度以降ということでございますが鹿田公園の設計委託とか、先ほどのス

トックマネジメントも来年度の予算には入っているということでよろしいでしょうか。 

 それと教育委員会のほうから児童支援員ということで、これは例えば夏休みで足りないという

ことでございますが、これは恐らく慢性的にこれまでもそういった状況であると思うんです。そ

ういった中で例えば夏休みですから大学生とかお休みでもありますし、そういった島に住んでい

る大学生、夏休みこちらにいるそういった方々へのＰＲというかそういったものも考えていかれ

ればいいのかと、これはちょっと私の意見でございますが、ただ答弁は必要ございません。 

○議長（林 久光君）  廣中土木建築部長。 

○土木建築部長（廣中伸孝君）  まずストックマネジメントなんですけども、来年度について
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は都市整備課の関係の分はないということでございます。 

 もう一つの鹿田公園についてなんですけども、ちょっと私の説明が不十分だったんですけども、

災害が一定の間おさまるまで見合わそうということで考えております。ですので来年度の予算に

も計上しておりません。 

○議長（林 久光君）  ほかに質疑はありませんか。 

 小栗教育次長。 

○教育次長（小栗 賢君）  すみません。先ほどの角増議員の切串中学校の改修工事費でござ

いますが、正確な数字を先ほど申し上げませんでしたので申し上げさせていただきます。改修工

事費は７９９万２，０００円でございます。 

 以上です。 

○議長（林 久光君）  以上をもちまして、質疑を終結いたします。 

 本案は会議規則第３７条第３項の規定により、委員会付託を省略したいと思います。これに御

異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（林 久光君）  御異議なしと認めます。よって本案は委員会付託を省略いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（林 久光君）  討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（林 久光君）  起立多数です。よって本案は原案のとおり可決されました。 

 この際、暫時休憩いたします。 

 １１時３０分まで休憩いたします。 

                           （休憩 １１時１７分） 

                           （再開 １１時３０分） 

○議長（林 久光君）  休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 先ほどの答弁で廣中土木建築部長から追加の答弁がありますので、これを許可します。 

○土木建築部長（廣中伸孝君）  先ほど胡子議員のほうから９５ページになります、ストック

マネジメントの都市下水路の関係の事業なんですけども、これにつきまして来年度管渠の関係の

業務はするのですかという質問がございます。これについて都市整備課分はございませんと回答

したんですけども、実際はそういった管渠の関係の業務は確かにございません。しかしながらス

トックマネジメントの計画策定の業務という名称は入っております。実際には点検とかそういっ

た業務をやるということで誤解が生じてはございませんので、訂正させてください。 

 

日程第２  議案第２４号 

 



 

 

－51－ 

○議長（林 久光君）  日程第２、議案第２４号 平成３０年度江田島市国民健康保険特別会

計補正予算（第３号）を議題といたします。 

 直ちに提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 明岳市長。 

○市長（明岳周作君）  ただいま上程されました議案第２４号 平成３０年度江田島市国民健

康保険特別会計補正予算（第３号）でございます。平成３０年度江田島市の国民健康保険特別会

計補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ９，０６１万４，０００円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ３８億６，１１１万１，０００円とする。 

 第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額、並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 内容につきましては福祉保健部長から説明をいたします。よろしくお願いいたします。 

○議長（林 久光君）  山本福祉保健部長。 

○福祉保健部長（山本修司君）  議案第２４号 平成３０年度江田島市国民健康保険特別会計

補正予算（第３号）について、説明いたします。 

 このたびの補正予算は決算の見込みや交付額の確定によります療養給付費や、平成２９年度分

療養給付費等負担金返還金などの増額によります、国民健康保険財政調整基金繰入金及び一般会

計繰入金の増額をお願いするものでございます。 

 まず、歳入から説明させていただきます。事項別明細書の１２０、１２１ページをお開きくだ

さい。歳入でございます。 

 １款、１項国民健康保険税、１目一般被保険者国民健康保険税の減額補正です。 

 ３款国庫支出金、２項国庫補助金、１目災害臨時特例補助金の増額補正です。 

 ４款県支出金、２項県補助金、１目保険給付費等交付金の増額補正です。 

 １２２、１２３ページをお開きください。 

 ６款繰入金、１項、１目一般会計繰入金、２節職員給与費等繰入金、同款、同項、同目４節財

政安定化支援事業繰入金及び同款、同項、同目５節その他一般会計繰入金は、増額補正を。同款、

同項、同目３節出産育児一時金等繰入金は減額補正でございます。 

 ６款繰入金、２項基金繰入金、１目国民健康保険基金繰入金の増額補正です。 

 ８款諸収入、１項延滞金加算金及び過料、１目一般被保険者延滞金の減額補正です。 

 続きまして、歳出でございます。１２４、１２５ページをお開きください。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費の減額補正です。 

 ２款保険給付費、１項療養所費、１目一般被保険者療養給付費の増額補正です。同款、同項、

２目退職被保険者等療養給付費及び同款、同項、３目一般被保険者療養費の減額補正です。 

 １２６、１２７ページをお開きください。 

 ２款保険給付費、２項高額療養費、１目一般被保険者高額療養費の増額補正です。同款、同項、

２目退職被保険者等高額療養費の減額補正です。 

 ２款保険給付費、４項出産育児諸費、１目出産育児一時金の減額補正です。 

 ３款国民健康保険事業費納付金、１項医療給付費分、１目一般被保険者医療給付費分の財源更
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正です。 

 １２８、１２９ページをお開きください。 

 ３款、国民健康保険事業費納付金、２項後期高齢者支援金等分、１目一般被保険者後期高齢者

支援金等分、及び同款、３項、１目介護納付金分の財源更正です。 

 ４款、１項保健事業費、１目保健衛生普及費の減額補正です。 

 １３０、１３１ページをお開きください。 

 ４款保険事業費、２項、１目特定健康診査等事業費の減額補正です。 

 ７款諸支出金、１項償還金及び還付加算金、３目償還金の増額補正です。 

 なお１３２ページに給与費明細書をお示ししております。 

 以上で、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ９，０６１万４，０００円を追加し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３８億６，１１１万１，０００円とする。 

 平成３０年度江田島市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）の説明を終わります。よろし

くお願いいたします。 

○議長（林 久光君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（林 久光君）  質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終結いたします。 

 本案は、会議規則第３７条第３項の規定により委員会付託を省略したいと思います。これに御

異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（林 久光君）  御異議なしと認めます。よって本案は委員会付託を省略いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（林 久光君）  討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立多数です。よって本案は原案のとおり可決されました。 

 

日程第３  議案第２５号 

 

○議長（林 久光君）  日程第３、議案第２５号 平成３０年度江田島市後期高齢者医療特別

会計補正予算（第２号）を議題といたします。 

 直ちに提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 明岳市長。 
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○市長（明岳周作君）  ただいま上程されました議案第２５号 平成３０年度江田島市後期高

齢者医療特別会計補正予算（第２号）でございます。平成３０年度江田島市の後期高齢者医療特

別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１，２３９万４，０００円を追加し、歳入歳

出の総額を歳入歳出それぞれ４億５，８０４万２，０００円とする。 

 第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 内容につきましては福祉保健部長から説明をいたします。よろしくお願いいたします。 

○議長（林 久光君）  山本福祉保健部長。 

○福祉保健部長（山本修司君）  議案第２５号 平成３０年度江田島市後期高齢者医療特別会

計補正予算（第２号）について、説明いたします。事項別明細書の１３６、１３７ページをお開

きください。 

 今回の歳入補正予算は、広島県後期高齢者医療広域連合からの確定額通知などに伴う決算の見

込みによるものです。 

 歳入でございます。 

 １款、１項後期高齢者医療保険料、１目特別徴収保険料、１節現年度分の減額補正です。同款、

同項、２目普通徴収保険料、１節現年度分の増額補正です。 

 ５款、１項、１目繰越金、１節前年度繰越金の増額補正です。 

 続いて、歳出でございます。１３８、１３９ページをお開きください。 

 今回の歳出補正予算は、納付金などの決算見込みによるものでございます。 

 歳出でございます。 

 ２款、１項、１目後期高齢者医療広域連合納付金の増額補正です。 

 ４款、１項、１目予備費の増額補正です。 

 以上で、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１，２３９万４，０００円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ４億５，８０４万２，０００円とする。 

 平成３０年度江田島市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）の説明を終わります。よろ

しくお願いいたします。 

○議長（林 久光君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（林 久光君）  質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終結いたします。 

 本案は、会議規則第３７条第３項の規定により委員会付託を省略したいと思います。これに御

異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（林 久光君）  御異議なしと認めます。よって本案は委員会付託を省略いたします。 

 これより討論を行います。 
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 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（林 久光君）  討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立多数です。よって本案は原案のとおり可決されました。 

 

日程第４  議案第２６号 

 

○議長（林 久光君）  日程第４、議案第２６号 平成３０年度江田島市介護保険（保険事業

勘定）特別会計補正予算（第３号）を議題といたします。 

 直ちに提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 明岳市長。 

○市長（明岳周作君）  ただいま上程されました議案第２６号 平成３０年度江田島市介護保

険（保険事業勘定）特別会計補正予算（第３号）でございます。平成３０年度江田島市の介護保

険（保険事業勘定）特別会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１億３，５３６万６，０００円を減額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３６億１５７万５，０００円とする。 

 第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 内容につきましては、福祉保健部長から説明をいたします。よろしくお願いいたします。 

○議長（林 久光君）  山本福祉保健部長。 

○福祉保健部長（山本修司君）  議案第２６号 平成３０年度江田島市介護保険（保険事業勘

定）特別会計補正予算（第３号）について、説明いたします。 

 歳入から説明させていただきます。事項別明細書の１４４、１４５ページをお開きください。 

 今回の歳入補正予算は、決算の見込みによります普通徴収保険料の減額や、給付実績の見込み

減によります介護給付費負担金及び地域支援事業交付金などの減額補正をお願いするものでござ

います。 

 歳入でございます。 

 １款保険料、１項介護保険料、２目第１号被保険者普通徴収保険料の現年度分普通徴収保険料

の減額補正です。 

 ３款国庫支出金、１項国庫負担金、１目介護給付費負担金の減額補正です。 

 ３款国庫支出金、２項国庫補助金、１目財政調整交付金と同款、同項、２目地域支援事業交付

金（介護予防・日常生活支援総合事業）及び同款、同項、３目地域支援事業交付金（介護予防・

日常生活支援総合事業以外）の減額補正です。同款、同項、５目保険者機能強化推進交付金の増

額補正です。 
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 ４款、１項支払基金交付金、１目介護給付費交付金と同款、同項、２目地域支援事業支援交付

金の減額補正です。 

 １４６、１４７ページをお開きください。 

 ５款県支出金、１項県負担金、１目介護給付費負担金の減額補正です。 

 ５款県支出金、３項県補助金、１目地域支援事業交付金（介護予防・日常生活支援総合事業）

及び同款、同項、２目地域支援事業交付金（介護予防・日常生活支援総合事業以外）の減額補正

です。 

 ７款繰入金、１項一般会計繰入金、１目介護給付費繰入金、同款、同項、２目地域支援事業繰

入金（介護予防・日常生活支援総合事業）、同款、同項、３目地域支援事業繰入金（介護予防・

日常生活支援総合事業以外）、同款、同項、５目その他一般会計繰入金、職員給与費繰入金及び

ここから１４８、１４９ページにかけまして、同款、同項、同目、３節事務費繰入金がそれぞれ

減額補正です。 

 ９款諸収入、２項、４目雑入、１節保険料個人徴収金の減額補正です。 

 続いて歳出でございます。１５０、１５１ページをお願いします。 

 今回の歳出補正予算の主な内容は、介護サービス、介護予防サービス及び介護予防事業の実績

見込みによります保険給付費などの減額や、給付費の減額に伴います決算余剰金による介護給付

費準備基金積立金の増額補正など計上しております。 

 歳出でございます。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、３節職員手当等の減額補正です。 

 １款総務費、３項介護認定審査会費、１目介護認定費、１節報酬、同款、同項、同目、４節共

済費及び同款、同項、同目、１２節役務費がそれぞれ減額補正です。 

 同款、同項、同目、１３節委託料の増額補正です。 

 ２款保険給付費、１項介護サービス等諸費、１目居宅介護サービス給付費から１５２、１５３

ページにかけまして、同款、同項、３目地域密着型介護サービス給付費、同款、同項、５目施設

介護サービス給付費、同款、同項、８目居宅介護住宅改修費、同款、同項、９目居宅介護サービ

ス計画給付費の減額補正です。 

 １５４、１５５ページをお開きください。 

 ２款保険給付費、２項介護予防サービス等諸費、３目地域密着型介護予防サービス給付費の増

額補正です。 

 同款、同項、６目介護予防住宅改修費の減額補正です。 

 ２款保険給付費、４項高額介護サービス等費、１目高額介護サービス費の減額補正です。 

 １５６、１５７ページをお開きください。 

 ２款保険給付費、６項特定入所者介護サービス等費、１目特定入所者介護サービス費の減額補

正です。 

 ４款、１項基金積立金、１目介護給付費準備基金積立金を増額補正です。 

 ５款地域支援事業費、２項介護予防・生活支援サービス事業費、１目介護予防・生活支援サー

ビス事業費の減額補正です。 

 １５８、１５９ページをお開きください。 

 ５款地域支援事業費、３項一般介護予防事業費、１目一般介護予防事業費の減額補正です。 
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 ５款地域支援事業費、４項包括的支援事業・任意事業費、１目包括的支援事業費の減額補正で

す。 

 最後に１６０、１６１ページには給与費明細書を添付しております。 

 以上で歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１億３，５３６万６，０００円を減額し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３６億１５７万５，０００円とする。 

 平成３０年度江田島市介護保険（保険事業勘定）特別会計補正予算（第３号）の説明を終わり

ます。よろしくお願いいたします。 

○議長（林 久光君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（林 久光君）  質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終結いたします。 

 本案は、会議規則第３７条第３項の規定により委員会付託を省略したいと思います。これに御

異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（林 久光君）  御異議なしと認めます。よって本案は委員会付託を省略いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（林 久光君）  討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立多数です。よって本案は原案のとおり可決されました。 

 

日程第５  議案第２７号 

 

○議長（林 久光君）  日程第５、議案第２７号 平成３０年度江田島市介護保険（介護サー

ビス事業勘定）特別会計補正予算（第１号）を議題といたします。 

 直ちに提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 明岳市長。 

○市長（明岳周作君）  ただいま上程されました議案第２７号 平成３０年度江田島市介護保

険（介護サービス事業勘定）特別会計補正予算（第１号）でございます。平成３０年度江田島市

の介護保険（介護サービス事業勘定）特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条 歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ４５０万円を減額し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ９９０万円とする。 
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 第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 内容につきましては、福祉保健部長から説明をいたします。よろしくお願いいたします。 

○議長（林 久光君）  山本福祉保健部長。 

○福祉保健部長（山本修司君）  議案第２７号 平成３０年度江田島市介護保険（介護サービ

ス事業勘定）特別会計補正予算（第１号）について、説明いたします。 

 歳入から説明させていただきます。事項別明細書の１６６、１６７ページをお開きください。 

 今回の歳入補正予算は、介護予防給付の計画作成件数が見込みより減ったため、介護予防計画

収入を減額し、実績見込み精算のため基金繰入金を減額補正するものです。 

 歳入でございます。 

 １款サービス収入、１項、１目介護予防給付費収入、１節介護予防サービス計画費収入の減額

補正です。 

 ３款繰入金、２項基金繰入金、１目介護予防支援事業運営基金繰入金の減額補正です。 

 ５款諸収入、１項、１目雑入は、介護支援専門員の原因によります保険料個人徴収金の減額補

正です。 

 続いて、歳出でございます。１６８，１６９ページをお願いします。 

 今回の歳出補正予算の内容は、介護支援専門員が当初予定を雇い入れることができなかったこ

とによります減額補正と、介護予防サービス計画作成の事業所によります受託件数が、当初見込

みより減少したことによる減額補正を計上いたしております。 

 歳出でございます。 

 １款事業費、１項居宅予防支援事業費、１目介護予防支援事業費の減額補正です。 

 最後に１７０ページに給与費明細書を添付しております。 

 以上で、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４５０万円を減額し、歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ９９０万円とする。 

 平成３０年度江田島市介護保険（介護サービス事業勘定）特別会計補正予算（第１号）の説明

を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（林 久光君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（林 久光君）  質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終結いたします。 

 本案は、会議規則第３７条第３項の規定により委員会付託を省略したいと思います。これに御

異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（林 久光君）  御異議なしと認めます。よって本案は委員会付託を省略いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 



 

 

－58－ 

○議長（林 久光君）  討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立多数です。よって本案は原案のとおり可決されました。 

 この際、暫時休憩いたします。１３時ちょうどまで休憩いたします。 

                           （休憩 １１時５８分） 

                           （再開 １３時００分） 

○議長（林 久光君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

日程第６  議案第２８号 

 

○議長（林 久光君）  日程第６、議案第２８号 平成３０年度江田島市港湾管理特別会計補

正予算（第１号）を議題といたします。 

 直ちに提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 明岳市長。 

○市長（明岳周作君）  ただいま上程されました議案第２８号 平成３０年度江田島市港湾管

理特別会計補正予算（第１号）でございます。平成３０年度江田島市の港湾管理特別会計補正予

算（第１号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１６５万円を追加し、歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ４，５７５万円とする。 

 第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 内容につきましては、土木建築部長から説明をいたします。よろしくお願いいたします。 

○議長（林 久光君）  廣中土木建築部長。 

○土木建築部長（廣中伸孝君）  議案第２８号 平成３０年度江田島市港湾管理特別会計補正

予算（第１号）につきまして、事項別明細書により御説明いたします。事項別明細書の１７４、

１７５ページをお開きください。 

 歳入につきましては、２款繰入金、１項、１目一般会計繰入金におきまして、歳出の増額補正

に合わせ、一般会計繰入金１６５万円を増額補正するものでございます。 

 １７６、１７７ページをお願いいたします。 

 次に歳出につきましては、１款、１項、１目港湾管理費におきまして、電気料金や水道料金を

支払う光熱水費の予算が不足する見込みであることから、１６５万円を増額補正するものでござ

います。主な要因といたしまして、電気料金につきましては再生可能エネルギー発電促進賦課金

が増額されたことや夏場の猛暑等によりまして電気使用量が増加したものでございます。また、

水道料金につきましても主に夏場の水道使用量が見込みを上回り、増加したものでございます。 

 以上で、歳入歳出予算の総額にそれぞれ１６５万円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ
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４，５７５万円とする。 

 平成３０年度江田島市港湾管理特別会計補正予算（第１号）の説明を終わります。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（林 久光君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（林 久光君）  質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終結いたします。 

 本案は、会議規則第３７条第３項の規定により委員会付託を省略したいと思います。これに御

異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（林 久光君）  御異議なしと認めます。よって本案は委員会付託を省略いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（林 久光君）  討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立多数です。よって本案は原案のとおり可決されました。 

 

日程第７  議案第２９号 

 

○議長（林 久光君）  日程第７、議案第２９号 平成３０年度江田島市地域開発事業特別会

計補正予算（第１号）を議題といたします。 

 直ちに提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 明岳市長。 

○市長（明岳周作君）  ただいま上程されました議案第２９号 平成３０年度江田島市地域開

発事業特別会計補正予算（第１号）でございます。平成３０年度江田島市の地域開発事業特別会

計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１，６００万円を減額し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ１，５００万円とする。 

 第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 内容につきましては、土木建築部長から説明をいたします。よろしくお願いいたします。 

○議長（林 久光君）  廣中土木建築部長。 



 

 

－60－ 

○土木建築部長（廣中伸孝君）  議案第２９号 平成３０年度江田島市地域開発事業特別会計

補正予算（第１号）につきまして、事項別明細書により御説明いたします。事項別明細書の１８

２、１８３ページをお願いいたします。 

 歳入につきましては、１款繰入金、１項、１目一般会計繰入金におきまして、歳出の減額補正

に合わせ一般会計繰入金１，６００万円を減額補正するものでございます。 

 １８４、１８５ページをお願いいたします。 

 次に歳出につきましては、１款、１項、１目地域開発事業費におきまして、広島県が施工する

国道４８７号小用バイパス道路改良事業に伴うウシイシ地区第２工区埋め立て工事が関係地権者

との調整等に時間を要しまして、今年度の施工は困難となったことからこの埋め立て工事にかか

る建設工事委託料１，３５０万円を減額補正するとともに、ウシイシ地区水産加工場用地整備工

事の執行残２５０万円を減額補正するものでございます。 

 以上で、歳入歳出予算の総額からそれぞれ１，６００万円を減額し、歳入歳出予算の総額をそ

れぞれ１，５００万円とする平成３０年度江田島市地域開発事業特別会計補正予算（第１号）の

説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（林 久光君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（林 久光君）  質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終結いたします。 

 本案は、会議規則第３７条第３項の規定により委員会付託を省略したいと思います。これに御

異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（林 久光君）  御異議なしと認めます。よって本案は委員会付託を省略いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（林 久光君）  討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立多数です。よって本案は原案のとおり可決されました。 

 

日程第８  議案第３０号 

 

○議長（林 久光君）  日程第８、議案第３０号 平成３０年度江田島市水道事業会計補正予

算（第４号）を議題といたします。 

 直ちに提出者から、提案理由の説明を求めます。 
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 明岳市長。 

○市長（明岳周作君）  ただいま上程されました議案第３０号 平成３０年度江田島市水道事

業会計補正予算（第４号）でございます。内容につきましては、企業局長から説明をいたします。

よろしくお願いいたします。 

○議長（林 久光君）  道丹企業局長。 

○企業局長（道丹幸博君）  それでは議案第３０号 平成３０年度江田島市水道事業会計補正

予算（第４号）について御説明いたします。 

 このたびの補正は、今年度の事業執行見込みによる事業費とそれに伴う財源の補正を行うもの

です。 

 水道事業会計補正予算書１ページをごらんください。 

 第１条 平成３０年度江田島市水道事業会計補正予算（第４号）は、次に定めるところによる。 

 第２条 平成３０年度江田島市水道事業会計補正予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予

定額を次のとおり補正するものです。 

 収入について。 

 第１款水道事業収益の第１項営業収益を３４５万円の減額。第３項特別利益を２６万５，００

０円の増額をいたしまして、第１款水道事業収益の補正後合計額を８億２，００２万９，０００

円とするものです。 

 支出についてでございます。 

 第１款水道事業費用の第１項営業費用を１，６４２万３，０００円の減額。第３項特別損失を

３４２万５，０００円の減額を行い、第１款水道事業費用の補正後合計額を８億１，８９０万６，

０００円とするものです。 

 補正の内容につきまして、３ページの実施計画をごらんください。 

 上段の収益的収入及び支出の収入についてでございます。 

 第１款水道事業収益の第１項営業収益、２目受託工事収益では消火栓を各町１基ずつ計４基修

繕する予定でありましたが、災害の影響で１基のみの修繕となったための減額であります。３１

年度におきまして３基を予定しております。 

 第３項特別利益、１目その他特別利益は災害を受けた水道管の除却分として計上したものでご

ざいます。 

 支出について。 

 水道事業費用の第１項営業費用として、１目原水及び浄水費は三高浄水場前処理施設の役員費

の増額であります。 

 ２目配水及び給水費は、水安全計画策定の委託料の減額であります。これは、災害復旧を最優

先するために、策定を先送りいたしました。これは平成２８年度に策定した水道ビジョンの中で、

今年度策定予定していたものでございます。 

 続きまして３目受託工事費は、収入でも説明いたしました消火栓修繕減による減額でございま

す。 

 第３項特別損失、２目災害による損失は、職員の災害時の時間外手当の増額と三高浄水場に設

置した前処理装置が補助対象になったことにより、収益的支出から資本的支出に振りかえたため

に減額したものでございます。 



 

 

－62－ 

 １ページに戻っていただきまして、第３条 予算第４条本文括弧書中「資本的収入額が資本的

支出額に対し不足する額３億１，５８１万３，０００円」を「資本的収入額が資本的支出額に対

し不足する額２億１，５２０万４，０００円」に、「及び建設改良積立金１億７，５０６万１，

０００円」を「及び建設改良積立金７，４４５万２，０００円」に改め、資本的収入及び支出の

予定額を補正するものでございます。 

 続きまして、資本的収入でございます。 

 第１款資本的収入の第１項事業債を７，６７０万円の増額を行い、第４項工事負担金９９万４，

０００円の増額。第６項補助金９，０１１万４，０００円に増額により、第１款資本的収入の補

正後合計額を３億９，２１０万９，０００円とするものです。 

 資本的支出について。 

 第１款資本的支出の第１項建設改良費を６，７１９万９，０００円の増額を行いまして、第１

款資本的支出の補正後合計額を６億７３１万３，０００円とするものです。 

 補正の内容につきましては、３ページの実施計画書をお願いします。 

 下段の資本的支出の第１款、１目資産購入費は現在計画中であります第２配水地構築に要する

用地取得でありましたが、災害復旧を優先したため次年度となることといたしました。また、２

目水道改良費は石綿管更新工事を行う予定でしたが、同様に災害等により財政状況を踏まえ、平

成３２年度から行う予定といたしました。 

 ２ページに戻っていただきまして、第４条 予算第５条に定めた表を次のように改めるもので

す。起債の目的。配水施設整備事業の限度額を１億６，０００万円とし、災害復旧事業の限度額

を１億１，６７０万円とするものです。 

 キャッシュ・フロー計算書は４ページに。債務負担に関する調書は５ページに。費目別内訳書

は６ページ、７ページに。水道事業会計予算繰り越し計算書は８ページ、９ページに記載してあ

るとおりです。 

 繰り越した理由といたしましては、７月豪雨災害で被災した水道管の本設工事と三高ダム水濁

度上昇による前処理装置及び汚泥処理設備設置によるものでございます。 

 以上で、議案３０号 平成３０年度江田島市水道事業会計補正予算（第４号）についての説明

を終わります。 

○議長（林 久光君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（林 久光君）  質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終結いたします。 

 本案は、会議規則第３７条第３項の規定により委員会付託を省略したいと思います。これに御

異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（林 久光君）  御異議なしと認めます。よって本案は委員会付託を省略いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

○議長（林 久光君）  討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立多数です。よって本案は原案のとおり可決されました。 

 

日程第９  議案第３１号 

 

○議長（林 久光君）  日程第９、議案第３１号 平成３０年度江田島市下水道事業会計補正

予算（第４号）を議題といたします。 

 直ちに提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 明岳市長。 

○市長（明岳周作君）  ただいま上程されました議案第３１号 平成３０年度江田島市下水道

事業会計補正予算（第４号）でございます。内容につきましては、企業局長から説明をいたしま

す。よろしくお願いいたします。 

○議長（林 久光君）  道丹企業局長。 

○企業局長（道丹幸博君）  それでは議案第３１号 平成３０年度江田島市下水道事業会計補

正予算（第４号）について御説明いたします。 

 このたびの補正は、今年度の事業執行見込みによる事業費とそれに伴う財源の補正を行うもの

です。下水道事業会計補正予算書の１ページをごらんください。 

 第１条 平成３０年度江田島市下水道事業会計の補正予算（第４号）は、次に定めるところに

よる。 

 第２条 平成３０年度江田島市下水道事業会計予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定

額を次のとおり補正するものです。 

 収入についてでございます。 

 第１款下水道事業収益の第１項営業収益を５，０７１万７，０００円の減額。第２項営業外収

益を３，３２９万８，０００円の増額を行いまして、第１項下水道事業収益の補正後合計額を１

１億２，９１６万６，０００円とするものです。 

 支出についてでございます。 

 第１款下水道事業費用の第１項営業費用を２，１０４万２，０００円の減額。第２項営業外費

用３５０万円の増額。第３項特別損失９８万５，０００円の増額を行いまして、第１款下水道事

業費用の補正後合計額を１１億３，３７１万４，０００円とするものです。 

 補正の内容につきましては、３ページの実施計画をごらんください。 

 収益的収入及び支出の表で、まず下段の支出についてでございます。 

 下水道事業費用の第１項営業費用、１目管渠費の増額は電気代であります。これは料金のほう

の見込みを上回ったものでございます。２目処理場費は主に委託料の入札残による減額。４目総

係費においても委託料の精算による減額であります。 
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 第２項営業外費用、２目消費税及び地方消費税については、事業費の減額により支払い額の増

額が見込まれるものであります。 

 第３項特別損失、１目災害による損失、これは災害に従事した職員の時間外手当の増額でござ

います。 

 １ページに戻っていただきまして、第３条 予算第４条本文括弧書中「資本的収入額が資本的

支出額に対し不足する額２億７，６０９万５，０００円」を「資本的収入額が資本的支出額に対

し不足する額２億７，２３１万３，０００円」に、「過年度分損益勘定留保資金４，５７４万１，

０００円」を、「過年度分損益勘定留保資金４，８７４万２，０００円」に改め補正するもので

ございます。 

 収入について。 

 第１款資本的収入の第１項企業債を４，５００万円の減額。第２項出資金２，５６２万５，０

００円の減額。第３項国庫補助金を４，４８６万３，０００円の減額。第５項負担金を１，４３

０万円の減額を行いまして、第１款資本的収入の補正後合計額を５億２，８８６万８，０００円

とするものです。 

 支出についてでございます。 

 第１款資本的支出の第１項建設改良費を１億３，３５７万円の減額を行い、第１款資本的支出

の補正後合計額を８億１１８万１，０００円とするものです。 

 補正後の内容につきましては、４ページの資本的収入及び支出をごらんください。下段の支出

についてです。 

 第１款資本的支出、第１項建設改良費、１目管渠整備費、２目処理場整備費において、国に要

望した補助額内示率が減額されたことで、事業を縮小したものです。内示率は７６．２％でござ

います。災害復旧費においては、委託料の減額を行います。災害復旧箇所の設計委託料の入札残

でございます。 

 上段の収入についてでございます。 

 第１款資本的収入においては、第１項企業債、１目企業債、第２項出資金、１目一般会計出資

金、第３項国庫補助金、１目国庫補助金、２目災害復旧事業国庫負担金、第５項負担金、１目一

般会計負担金、先ほどの支出の減額に伴う減額であります。 

 キャッシュフロー計算書は５ページに。費目別内訳計算書は６ページ、７ページに。下水度事

業会計予算繰り越し計算書は８ページ、９ページに記載してあります。起債した理由といたしま

しては、７月豪雨災害の影響で発注がおくれたことや災害により事業者の人材不足など、また入

札不調も重なり年度内の完成が困難であると判断したため繰り越しといたしました。 

 議案３１号 平成３０年度江田島市下水道事業会計補正予算（第４号）について、説明を終わ

ります。 

○議長（林 久光君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（林 久光君）  質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終結いたします。 



 

 

－65－ 

 本案は、会議規則第３７条第３項の規定により委員会付託を省略したいと思います。これに御

異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（林 久光君）  御異議なしと認めます。よって本案は委員会付託を省略いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（林 久光君）  討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立多数です。よって本案は原案のとおり可決されました。 

 

日程第１０  市長施政方針 

 

○議長（林 久光君）  日程第１０、市長施政方針を行います。 

 明岳市長。 

○市長（明岳周作君）  それでは、平成３１年度江田島市当初予算案の提出に際しまして、施

政方針を述べさせていただきます。 

 昨年発生した平成３０年７月豪雨は、西日本を中心とした全国３３道府県において人的被害約

６８０人、住家被害約５万棟という甚大な被害をもたらしました。本市においても重軽傷者４人、

住家の損壊や浸水などが１７０棟という被害のほか、１，０００カ所を超す土木、農林施設等の

被害、全域復旧まで１８日間を要した断水、また停電や通信障害など多くの被害が発生いたしま

した。改めて被災された皆様に対し心から御見舞いを申し上げます。この災害では、本市の災害

対応のカウンターパート団体である石川県や、自衛隊の皆様を初めとし本当に多くの個人、団体、

機関の皆様から力強い御支援をいただきました。どなたも心からのいたわりと助け合いの精神に

あふれており、人のつながりからなる社会の温かさと大切さを痛感したところでございます。 

 しかしながら、こうした我々の社会に大きな影を差すのが人口減少問題でございます。平成３

０年３月に国立社会保障・人口問題研究所が、平成２７年国勢調査をもとにした人口推計を発表

いたしました。御承知のとおり我が国は既に人口減少社会に突入しております。この人口推計で

は、平成２７年国勢調査を起点として、３０年後の２０４５年には我が国全体の人口が約２，０

７０万人減少するとしております。また本市においても、平成２７年国勢調査の２万４，３３９

人が２０４５年には５５．７％減の１万７７４人に減少するという大変厳しい推計が示されてお

ります。広島県人口移動統計調査によれば、平成３０年１０月１日現在の本市の人口移動は、前

年度から自然減が３９５人、社会減が１０８人とこれまでと同様に年間約５００人程度の人口減

少が続いており、いまだ人口減少傾向の改善に向けた明るい兆しをつかみ取れておりません。昨

年６月に発表された経済財政運営と改革の基本方針２０１８によれば、国は地方創生によるまち

の活性化や東京一極集中の是正を図りつつ、ＡＩやロボット等を実社会へ活用する次なる新たな
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社会の姿として超スマート社会ともいわれるソサエティー５．０の実現や新たな外国人材の受け

入れなど人口減少社会への備えを着実に進めているところでございます。本市としても大きな被

害を受けた災害の復旧はもちろんのこと、地域の活力創出による人口減少傾向の改善を図るとと

もに、将来にわたる安心で豊かな本市の暮らしの維持に向け、取り組みを強力に推進していく必

要がございます。 

 本年は、５月１日をもって皇太子様が新天皇に御即位され、新たな元号による御代がスタート

いたします。世の中が切りかわる大きな節目の年に、明るい未来に向けた芽吹きをつかみ取れる

よう全身全霊で取り組んでまいります。 

 本市の財政状況は、平成２９年度普通会計決算で実質収支が約１億１，８００万円の黒字と

なっておりますが、その規模は年々減少しております。歳出では市税や普通交付税が減少を続け

る中、平成３０年７月豪雨に伴う災害復旧に多大な費用と期間を要する新たな要因が生じており

ます。このため平成３１年度予算では、１２億８，０００万円の財政調整基金の取り崩しを計上

しており、大変厳しい財政運営を図っていく必要がございます。しかしながら、人口減少傾向の

改善は待ったなしの本市の最重要課題でございます。平成３１年度予算では、平成３０年７月豪

雨災害の早期復旧及び防災力の向上に全力で取り組むとともに、私の市政運営のテーマである

「住む人も訪れる人も『ワクワクできる島』えたじま」づくりに向け、引き続き「しごとの創

出」「子育てしやすい環境づくり」及び「健康寿命の延伸」の三つを重点テーマとして掲げ、活

力ある本市の未来の創造にチャレンジしてまいります。 

 それではまず、平成３０年７月豪雨災害の早期復旧及び防災力の向上に向けた取り組みについ

てでございます。一般会計及び企業会計において、平成３０年度現計予算では、繰り越し分約１

７億９，１００万円を含む約２５億１，１００万円の災害復旧費を計上しております。平成３１

年度予算では、約５億５，８００万円の災害復旧費を計上しておりますので、前年度繰り越し分

を含むと総額約２３億４，９００万円という多額の財源を投じて、災害からの復旧に取り組むこ

ととしております。また、そのほかに全半壊家屋や流入土砂等の撤去費用などの復旧関連経費と

して、２億８，１００万円を平成３０年度予算から繰り越して執行いたします。また、平成３０

年７月豪雨の教訓を将来に生かすため、氾濫した河川に対する監視カメラの設置、消防団への排

水ポンプやゴムボートの整備、市内全域での防災訓練などの取り組みを実施してまいります。何

よりも大切なのは人の命であり、そして平穏な暮らしでございます。これらの取り組みにより早

期に災害前の暮らしを取り戻すとともに、より一層災害に強いまちづくりを進めてまいります。 

 続きまして、重点テーマであります「しごとの創出」「子育てしやすい環境づくり」及び「健

康寿命の延伸」についてでございます。 

 まず１点目の「しごとの創出」についてでございます。 

「しごとの場創出事業」でサテライトオフィスの誘致戦略を策定するとともに、空き施設等を活

用してオフィスを開設する事業者の初期投資を支援する「サテライトオフィス等誘致促進事業」

の創設、仕事の交流拠点、「フウド」において実施する企業の視察ツアーなどにより、市内への

オフィスの進出を図ってまいります。 

 また、起業や新分野進出、特産品開発などを支援する「江田島市がんばりすと応援事業」を引

き続き実施し、市内に「しごと」を創出してまいります。 

 また、新規就農者による農業用ハウス設備等の整備などを支援する「新規就農者支援対策事業
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費補助金」や漁場環境の保全の実施、新たな特産品としてのオリーブの振興などにより、「しご

と」としての第１次産業の振興を図ってまいります。 

 また、観光産業についてでございます。多くの観光客が来訪する世界遺産に隣接する本市は、

観光は産業として成長できる余地が多分にあると考えております。このため現在運営主体の公募

手続を行っている、長瀬海岸周辺における新宿泊施設の整備に加え、そのロケーションを高く評

価されている旧がんね海水浴場一帯の開発可能性調査を行い、観光産業の核、そして起爆剤とな

る施設の整備を図ってまいります。 

 また、商工会や観光協会等と構成する観光戦略チーム「一歩」において、市民参加型の協議を

経て上がったアイデアをもとに、観光客の市内滞在の動機づけとなる観光商品の造成に取り組ん

でまいります。 

 本市の転出超過の最も大きな要因は、「しごと」を理由とするものでございます。新たな「し

ごと」の創出や「しごと」の拡大にチャレンジしていくことにより、本市の人口減少、とりわけ

社会減の改善を図ってまいります。 

 次に、２点目の「子育てしやすい環境づくり」についてでございます。 

 これまで子育て支援センターが実施してきた保育機能などに加え、母子保健事業を機能として

加える「子育て世代包括支援センター」を開設するとともに、老朽化した切串保育園を移転・新

築するための設計を実施いたします。 

 また、市内の年中・年長児を対象とした英会話教室を開催し、幼児期からの英語学習を実施す

るなど、本市における保育のハード・ソフト両面の魅力向上を図ってまいります。 

 また、病気の回復期などで集団保育が困難な児童の保育を実施する「病児・病後児保育事業」

を新設するとともに、子供の通学費を支援する「定住促進通学費支援事業」、市内定住者の奨学

金の支払いを支援する「定住促進奨学金返還支援事業」を引き続き実施し、子育て世代の負担を

軽減するとともに育児がしやすい環境を整備してまいります。 

 また、空調設備の整備やトイレの洋式化を含めた切串小学校校舎の大規模改修を実施するとと

もに、市内唯一の高校である大柿高等学校の活性化を図るため、魅力化コーディネーターの配置

や公営塾の運営、地域学の学習支援等を行う「大柿高等学校サポート事業」を実施いたします。 

 さらには本市の教育にとって大きな魅力であり、財産である「さとうみ科学館」における「里

海学習」を引き続き実施し、地域の自然を語ることができ地域に愛着を持つ子供を育むという本

市ならではの魅力的な教育を展開してまいります。 

 これらの施策により、幼児期から高校生になるまで市内で一貫して魅力的かつ安心して子育て

ができる環境を整え、本市の恵み多き豊かな自然環境の中で保護者の皆様とともに将来を担う大

切な人材を育んでまいります。 

 次に、３点目の「健康寿命の延伸」についてでございます。 

 心豊かな暮らしを営むにはみずからが健康であることが大切でございます。疾病等の早期発

見・早期治療の鍵となる集団検診の受診率向上のため、電話による受診勧奨や電話及びインター

ネットでの予約受け付けを新たに開始するとともに、疾病の重症化を防ぐための「生活習慣病検

診事業」を引き続き実施してまいります。 

 また、市民の皆様の健康意識を高め健康寿命の延伸を図るため、モデル地域において住民主体

の健康づくりを支援する「健康なまちづくり事業」や介護予防などを行う通いの場への参加活動
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に対するマイレージポイントの付与により、地域における介護予防を推進する「地域介護予防活

動支援事業」を引き続き実施いたします。 

 また、通いの場への出欠状況や体力測定データの管理をシステム化し、介護給付費データとの

突合により取り組み効果を検証・分析する「介護予防事業の評価・効果検証を通じた健康長寿推

進事業」により、効果の高い地域包括ケアシステムへの進化を図ってまいります。 

 これらの施策により住みなれた地域で、健康で安心して自分らしく暮らしを営むことができる、

江田島市づくりに取り組んでまいります。 

 平成３１年度予算には、平成３０年７月豪雨災害からの復旧という通常の予算編成にはない早

急に注力すべき非常に大きな課題があり、これに多くの人役や財源などの経営資源を優先的に投

入する必要がございます。しかしながら人口減少についても一刻も早く改善への道筋をつかみ取

る必要がある課題でございます。 

 今回の予算では、災害から復旧を優先するため実施を断念せざるを得ない新規事業や予算額を

圧縮した事業などがございました。本市にとって大変苦しい時期ではございますが、引き続き全

精力を持ってまちづくりに取り組んでまいります。議会の皆様、市民の皆様には御理解と御協力

をいただきながら、この苦境をともに乗り越えてまいりたいと考えております。 

 今回の予算は、災害の復旧と人口減少傾向の改善を図るための「暮らしの安心を取り戻しつつ

変革への歩みを進める予算」すなわち「安心・変革予算」ということができると考えております。 

 平成３１年度の当初予算は、一般会計が前年度と比べ１５億８，５００万円、１０．１％増の

１７２億８，５００万円といたしました。また特別会計は９会計で前年度と比べ３，８００万円、

０．５％減の８０億１，５００万円、企業会計は２会計で前年度と比べ１億９，７００万円、６．

１％減の３０億１，９００万円といたしました。企業会計を含む総予算規模は２８３億１，９０

０万円で、前年度比５．０％の増でございます。 

 一般会計の内容を歳入から見ますと、市税は納税義務者数の減による個人市民税の減少、土地

評価額の下方修正による固定資産税の減少などにより、前年度と比べ４，１００万円の減でござ

います。地方交付税は普通交付税で合併特例加算の縮減開始から５年目となり、最後の合併特例

加算となります。縮減率が０．９となるものの、地域振興費やその他の教育費など基準財政需要

額の算定見直しなどを考慮し、前年度と比べ１億２，０００万円の減を見込んでおります。 

 国庫支出金、国庫補助金で空き家対策総合支援事業補助金等の減少があるものの、国庫負担金

で災害復旧費負担金の増加などにより、１億７，８００万円の増、県支出金は県委託金で県議会

議員、参議院議員選挙費委託金の増により、１，１００万円の増としております。 

 市債は、消防庁舎建設事業、認定こども園のうみ整備事業、公共施設再編整備事業などの増加

により前年度と比べ１０億８，７００万円の増としております。平成３６年度まで発行期限が延

長されました合併特例債の発行額は９億９，９００万円の増としております。 

 なお、先ほど申し上げましたとおり財源調整として前年度と同様基金の取り崩しを行っており、

今回の予算では財政調整基金から１２億８，０００万円を見込んでおります。 

 一般会計におけるプライマリーバランスは赤字となり、平成３１年度末の市債残高は平成３０

年度末に比べ、１４億６，９００万円増加する見込みでございます。 

 歳出におきましては、義務的経費は職員給与費及び選挙立会人等の報酬などの増により、人件

費が増加したものの市債元金・利子償還金の減による公債費、生活保護費の減などによる扶助費
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が減少したことから、全体で１億２，４００万円の減としております。 

 投資的経費については、平成３０年７月豪雨災害に伴う災害復旧費が大幅に増加したほか、社

会資本整備総合交付金等の国・県補助金を活用した、漁港機能保全工事、道路維持・道路改良工

事に伴う補助事業が３，６００万円の減、港湾建設事業県負担金などの増加による県営事業負担

金が２，４００万円の増としております。 

 また、単独事業は継続費事業で実施している消防庁舎建設工事、認定こども園のうみ新築工事

など大規模事業の実施により、９億９，０００万円の増となり全体で１５億１，４００万円の増

としております。 

 補助費等については平成２９年度に創設いたしました通学定期券購入補助や奨学金返還支援補

助の継続、サテライトオフィス等誘致促進事業補助金等の創設、下水道事業会計への繰出金の増

などにより、１億８００万円の増、繰出金については交通船特別会計への繰り出しの増加などに

より、５，４００万円の増としております。 

 それでは平成３１年度の主要施策について、第２次総合計画に掲げる７項目の施策体系ごとに、

新規・拡充事業を中心に御説明いたします。 

 まず１点目の教育・文化部門である「人が育ち、輝くまち」についてでございます。 

 ①老朽化した切串小学校校舎の大規模改修を実施するとともに、空調設備の整備やトイレの洋

式化等を実施いたします。 

 ②大柿高等学校の活性化を図るため、魅力化コーディネーターの配置や公営塾の運営、地域学

の学習支援等を実施いたします。 

 ③図書に親しむ環境の充実を図るため、市民センターなどに図書の貸し出し・返却窓口を設け

るとともに、図書館のトイレの洋式化を実施いたします。 

 ④地元産品の認知度の向上や愛着の醸成を図るため、学校給食において地元食材の利用拡大を

実施いたします。 

 次に２点目の産業、観光部門である「元気な産業・観光を生み出すまち」についてでございま

す。 

 ①しごとの場の創出を促進するため、空き施設等を活用してサテライトオフィスを市内に開設

する事業者に対し、初期投資に要する経費を支援いたします。 

 ②市内産業の活性化を図るため起業、新分野進出、特産品開発及びブランド化を推進する企業

や団体、個人へ必要経費を支援いたします。 

 ③商工会や観光協会等と構成する観光戦略チーム「一歩」において、市民参加型の協議を経て

上がったアイデアを中心に、観光商品化を図ってまいります。 

 ④有害鳥獣による被害防止・抑制を図るため、従前の農作物被害防除に加え、宅地等の防除を

目的とした防除用施設の設置について新たに支援の対象といたします。 

 次に３点目の福祉・保健部門である「健康で安心して暮らせるまち」についてでございます。 

 ①これまで子育て支援センターが実施してきた保育施設の運営や児童虐待防止、ひとり親家庭

の自立支援などの事業に加え、母子保健事業を機能として加える「子育て世代包括支援セン

ター」を開設いたします。 

 ②子育てと就労の両立を支援するため、澤医院に併設された専用スペースにおいて病気の回復

期などで、集団保育が困難な児童の保育を実施いたします。 
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 ③老朽化した切串保育園を移転・新築するための設計業務を実施いたします。 

 ④聴覚障害者が市役所に来庁された際に、十分かつ円滑な意思疎通が図られるよう手話通訳者

を配置いたします。 

 ⑤集団検診の受診率向上のため電話による受診勧奨を実施するとともに、新たに電話及びイン

ターネットでの予約受け付けを開始いたします。 

 次に、４点目の生活、環境部門である「生活と環境を守り、高めるまち」についてでございま

す。 

 ①美しい海と海洋資源の保全を図るため、海岸漂着ごみを回収・処理いたします。 

 ②地域住民団体等が主体となった里山林のモデル的な保全活動を実施いたします。 

 ③下水道計画区域外の水洗化を促進するため、合併浄化槽の設置を支援いたします。 

 ④人権啓発プランに基づいて人権啓発の取り組みを推進いたします。 

 次に、５点目の安全、安心部門である「災害に強く、安心して暮らせるまち」についてでござ

います。 

 ①河川状況を把握し、避難情報等を的確に提供するため、平成３０年７月豪雨の際に氾濫した

河川に監視カメラを設置いたします。 

 ②災害に強いまちづくりを推進するため、市内全域で防災訓練を実施いたします。 

 ③豪雨災害の発生に備え、排水ポンプやゴムボートを消防団に整備いたします。 

 ④防災・減災の拠点施設である消防本部（署）及び能美出張所の新庁舎の建てかえ工事を実施

いたします。 

 次に、６点目の基盤部門である「しっかりとした基盤を備えたまち」についてでございます。 

 ①港湾施設の利便性向上と地域交流拠点の充実を図るため、三高港ターミナルと三高交流プラ

ザを一体的に整備いたします。 

 ②路線バスへＩＣカードを導入するとともに、路線バス運行会社の企画機能強化のための人員

を配置いたします。 

 ③居住または空き家バンクへの登録のために空き家を修繕する方に対し、修繕費の一部を支援

いたします。 

 ④２０２０年９月末に指定管理期間満了を迎える中町航路について、次期公募条件及び船舶更

新の必要性について検討するため専門機関へ調査を委託いたします。 

 次に、７点目の地域部門である「地域が元気で、にぎやかなまち」についてでございます。 

 ①事業者等にそのロケーションを高く評価されている旧がんね海水浴場一帯を、観光の起爆剤

として有効活用するため開発可能性調査を実施いたします。 

 ②本市への訪問機会を創出するため、広島広域都市圏で導入する地域共通ポイント事業に参加

し、イベント来場者へのポイント付与などを実施いたします。 

 ③「協働のまちづくり」のさらなる活性化を図るため、地域の主体的な活動の実施を支援いた

します。 

 ④多文化共生社会の実現を図るため、「江田島市国際交流協会」の運営を図りつつ、外国人市

民との交流を促進いたします。 

 最後に、企業会計についてでございます。 

 水道事業については、災害復旧事業として三高浄水場への前処理施設の設置や破損した水道管
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の工事を実施するとともに、重要給水施設配水管の耐震化を推進し、安全でおいしい水の安定供

給を図ります。 

 下水道事業については、災害復旧事業として破損した下水道管の修復工事を実施するとともに、

持続的・効率的な施設の更新改築や維持管理などに努め、健全経営を目指してまいります。 

 また、修学旅行生などとの「縁」の拡大や市内への定住促進。市内への企業の誘引や創業支援

など、人が定着できる「しごと」づくり。通学費や奨学金など子育て世代の負担の軽減など、

「総合戦略」における「縁」をキーワードとした重点プロジェクトの関連事業を引き続き実施し

てまいります。 

 なお、施策に魂を込め本市の市政を支える気概と熱意、そして責任感を持った職員を育成すべ

く、職員研修の充実や県、他市町との人材交流についても積極的に取り組んでまいります。「意

志あるところに道は開ける」という言葉がございます。 

 引き続き「江田島市、そして市民にとって何が最善か」という点を唯一の判断基準としつつ

「江田島市はもっといいまちになれる」という自信と信念を多くの皆様と共有し、志と覚悟を

持って市政に取り組んでまいりますことを申し上げ、新年度の予算説明とさせていただきます。 

 これで私の施政方針を終わります。 

 ありがとうございました。 

○議長（林 久光君）  これをもちまして、市長施政方針を終わります。 

 この際、日程第１１、議案第１号 平成３１年度江田島市一般会計予算から、日程第２２、議

案第１２号 平成３１年度江田島市下水道事業会計予算までの１２議案を一括議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 明岳市長。 

○市長（明岳周作君）  ただいま一括上程されました、議案第１号から議案第１２号までの平

成３１年度の各会計の当初予算案について、御説明いたします。 

 まず、議案第１号 平成３１年度江田島市一般会計予算でございます。 

 歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ、１７２億８，５００万円と定めるものでございます。 

 先ほど私が施政方針で述べましたものが、この一般会計の当初予算の中に網羅されております。 

 続きまして、議案第２号から議案第１０号までは、平成３１年度江田島市国民健康保険特別会

計予算を初めとする、９つの特別会計予算の提案。 

 議案第１１号及び議案第１２号は、平成３１年度江田島市水道事業会計予算、及び平成３１年

度江田島市下水道事業会計予算、二つの企業会計予算の提案でございます。 

 内容につきましては、これから慎重かつ十分な御審議をいただくとともに、何とぞ適正なる御

判断、御議決を賜りますよう、よろしくお願い申し上げまして、提案理由の説明とさせていただ

きます。よろしくお願いいたします。 

○議長（林 久光君）  以上で提案理由の説明を終わります。 

 お諮りします。 

 ただいま一括議題といたしました、議案第１号 平成３１年度江田島市一般会計予算から議案

第１２号 平成３１年度江田島市下水道事業会計予算までの１２議案については、議長を除く１

７人の議員で構成する予算審査特別委員会を設置し、各常任委員会の所管事項別に各分科会へ分

割付託し、休会中の審査とすることにしたいと思います。 
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 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、本１２議案は、議長を除く１７人の議員で構成する予算審査特別委員会を設置し、こ

れに付託して休会中の審査とすることに決定いたしました。 

 お諮りします。 

 ただいま設置されました予算審査特別委員会の正副委員長の選任については、いかがいたしま

しょうか。 

（「議長一任」の声あり） 

 議長一任とのことですが、これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 御異議なしと認めます。 

 それでは、議長において委員長に山本秀男議員、副委員長に酒永光志議員を指名いたします。 

 以上で本日の日程は全て終了いたしました。 

 本日はこれにて散会いたします。 

 なお、明日２月２８日から３月１３日までの１４日間は予算審査等のため休会とし、次回は３

月１４日に開会いたしますので、午前１０時に御参集を願います。 

 本日は、大変御苦労さまでした。 

                            （散会 １４時０１分） 


